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史
料
紹
介

品
照
寺
文
書

「
寺
・
国

御
触
状
写

二
」（
元
治
元
年
子
霜
月
）

鷺

山

智

英

『
筑
紫
女
学
園
大
学
人
間
文
化
研
究
所
年
報
第
三
十
一
号
』（
二
〇
二
〇
年
・

以
下
『
三
十
一
号
』
と
す
る
）
に
引
き
続
き
品
照
寺
所
蔵
の
御
触
状
写
の
中
か
ら

「
寺
・
国

御
触
状
写

二
」を
取
り
上
げ
る
。
表
紙
に
は「
元
治
元
年
子
霜
月
」

と
あ
る
。
綴
じ
ら
れ
て
い
る
文
書
は
月
日
不
明
の
文
書
に
続
き
、
元
治
二
（
一
八

六
五
）
年
丑
四
月
の
も
の
か
ら
、
最
後
は
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
寅
九
月
五
日

付
け
の
文
書
ま
で
で
あ
る
。

藩
か
ら
の
御
触
れ
は
、
軍
事
人
数
指
加
に
関
す
る
も
の
、
藩
士
の
人
事
、
倹
約

令
、
改
元
、
快
晴
祈
祷
依
頼
、
御
茶
御
用
、
旅
人
取
締
、
公
方
様
薨
御
の
件
な
ど

で
あ
る
。

本
願
寺
か
ら
の
御
触
れ
は
長
州
征
討
へ
の
献
金
の
件
、
御
幸
橋
建
設
献
金
の

件
、
学
林
焼
失
に
よ
る
再
建
の
件
で
あ
る
。

主
な
も
の
を
取
り
上
げ
て
み
る
。

①
福
岡
藩
の
軍
事
に
組
み
込
ま
れ
た
真
宗
僧
侶

『
三
十
一
号
』
に
は
藩
か
ら
の
真
宗
僧
侶
へ
軍
事
人
数
に
加
え
る
と
い
う
要
請

が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
真
宗
側
か
ら
藩
へ
質
問
し
た
文
書
が
あ
っ
た
。「
御
触

状
写

二
」
で
は
、
真
宗
側
か
ら
藩
へ
提
出
し
た
「
制
約
箇
条
」
と
郡
ご
と
に
提

出
し
た
と
思
わ
れ
る
「
受
書
」
の
一
例
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
月
日
は
不
明
で
あ

る
が
、
綴
り
の
最
初
で
あ
る
こ
と
か
ら
元
治
元
年
の
霜
月
だ
と
推
測
で
き
る
。

ま
た
、
元
治
二
年
六
月
付
で
、
武
芸
稽
古
お
よ
び
修
学
に
つ
い
て
触
頭
か
ら
の

通
達
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
秋
月
御
領
寺
々
は
武
芸
之
儀
御
達
は
無
之
」
と
但
し

書
き
が
あ
り
、
秋
月
領
内
の
寺
院
は
武
芸
稽
古
か
ら
外
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
理
由
は
、
元
来
僧
侶
に
よ
る
武
芸
稽
古
の
目
的
は
攘
夷
で
あ
り
、
秋
月

領
は
福
岡
藩
領
の
か
な
り
内
陸
部
に
位
置
し
て
お
り
海
岸
線
か
ら
遠
く
は
な
れ
て

い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
受
書
」
に
は
「
大
炮
稽
古
」
と
あ
り
、
大
炮
の
訓
練
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
当
初
稽
古
す
る
武
器
は
郡
ご
と
に
違
っ
て
い
た
。
例
え
ば
鞍
手
郡
で
は
槍

や
刀
だ
っ
た（「
奇
談
日
記
」鞍
手
郡
法
蓮
寺
蔵
）。
ま
た
宗
像
郡
で
は
弓
術
で
あ
っ

た
（
宗
像
郡
浄
万
寺
史
料
）。
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②
倹
約
令

「
御
大
倹
」
と
し
て
「
御
家
中
」
に
む
け
て
倹
約
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。「
衣

食
住
を
初
凡
節
倹
の
御
規
則
」
が
示
さ
れ
、
か
な
り
細
か
い
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、「
添
触
」
と
し
て
寺
社
へ
対
し
て
も
「
御
家
中
に
準
」
じ
る
よ
う

に
通
達
し
、
一
宗
一
派
に
お
い
て
厳
し
く
取
り
締
ま
り
を
し
て
、
報
告
す
る
よ
う

に
求
め
て
い
る
。

③
快
晴
祈
祷
の
三
部
経
読
誦

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院
が
、
慶
応
元
年
と
明
治
二
年
に
快
晴
祈
祷
（
以
下

日
乞
と
い
う
）
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

浄
土
真
宗
は
本
来
、
卜
占
・
祈
祷
の
類
い
は
お
こ
な
わ
な
い
。
し
か
し
、
慶
応

元
年
、
藩
か
ら
の
要
請
に
よ
り
真
宗
触
頭
の
万
行
寺
・
徳
栄
寺
は
六
月
十
日
か
ら

十
四
日
ま
で
の
五
日
間
日
乞
の
た
め
三
部
経
（
仏
説
大
無
量
寿
経
・
仏
説
観
無
量

寿
経
・
仏
説
阿
弥
陀
経
）
を
読
誦
し
、
さ
ら
に
各
郡
の
触
次
に
対
し
、「
於
御
一

宗
ハ
勿
論
祈
祷
様
之
義
無
之
候
」
と
こ
と
わ
り
な
が
ら
も
、
日
乞
を
す
る
よ
う
達

し
を
出
し
て
い
る
。こ
れ
を
受
け
て
御
笠
郡
で
は
同
月
二
十
一
日
か
ら
五
日
間（
明

福
寺
（
筑
紫
野
市
）
記
録
）、
鞍
手
郡
で
は
二
十
二
日
か
ら
三
日
間
日
乞
が
実
施

さ
れ
て
い
る
（「
奇
談
日
記
」
鞍
手
郡
法
蓮
寺
蔵
）。
他
の
郡
で
も
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
行
動
の
背
景
に
は
当
時
の
排
仏
的
風
潮
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

④
御
幸
橋
建
設
献
金
依
頼

元
治
元
年
七
月
の
蛤
御
門
の
変
に
よ
り
、
朝
廷
の
河
東
へ
の
避
難
に
備
え
て
、

荒
神
口
の
架
橋
が
必
要
と
な
っ
た
。
本
願
寺
は
慶
応
元
年
閏
五
月
に
架
橋
を
出
願

し
、
ま
も
な
く
許
可
さ
れ
た
。
本
願
寺
は
直
ち
に
資
金
募
集
に
か
か
っ
た
。
慶
応

三
年
十
月
に
竣
工
し
て
い
る
。
こ
の
橋
は
御
幸
橋
と
命
名
さ
れ
た
。
総
工
費
は
お

よ
そ
五
万
両
と
い
わ
れ
て
い
る
（『
本
願
寺
史
』
第
三
巻
・
本
願
寺
史
料
研
究
所

編
・
昭
和
四
十
四
年
）。

「
御
触
状
写

二
」
に
は
「
新
橋
御
創
建
ニ
付
御
大
蔵
卿
殿
よ
り
御
演
達
之
趣

意
書
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
興
味
深
い
の
は
、
本
願
寺
が
架
橋
を
願

い
出
た
背
景
と
し
て
、
近
年
「
破
仏
之
妨
難
頻
り
ニ
起
り
」、「
僧
徒
を
遊
民
と
毀

罵
」
し
て
い
る
事
を
記
し
、「
御
家
中
御
末
寺
ニ
至
迄
致
心
痛
候
」
と
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
架
橋
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
「
勤
王
報
国
之
御
勤
功
」

と
な
り
引
い
て
は
「
遊
民
ニ
あ
ら
ざ
る
儀
」
に
な
る
と
し
て
い
る
。

⑤
学
林
焼
失
再
建

元
治
元
年
七
月
の
蛤
御
門
の
変
に
よ
り
、
京
都
は
兵
火
に
お
そ
わ
れ
、
東
本
願

寺
や
仏
光
寺
な
ど
も
焼
失
し
た
。
本
願
寺
は
類
焼
を
免
れ
た
が
、
学
林
と
惣
会
所

は
焼
失
し
た
（『
本
願
寺
史
』
第
三
巻
・
本
願
寺
史
料
研
究
所
編
・
昭
和
四
十
四

年
）。
そ
の
後
学
林
再
建
の
た
め
達
書
が
出
さ
れ
た
。

「
御
触
状
写

二
」
に
は
「
達
書
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
学
林
は
僧
侶
の
修

学
場
所
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
速
や
か
に
再
建
す
る
必
要
が
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
近
年
僧
侶
の
な
か
に
「
不
学
無
才
不
如
法
之
族
」

が
い
る
こ
と
で
、「
国
家
之
遊
民
抔
と
頻
り
ニ
他
之
毀
罵
を
招
」
い
て
い
る
事
を
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あ
げ
て
い
る
。
僧
侶
が
勉
学
に
励
み
門
徒
を
教
導
し
て
い
く
こ
と
が
、「
天
下
安

民
の
道
理
」に
も
か
な
い
、
引
い
て
は「
報
恩
勤
王
」に
つ
な
が
る
と
し
て
い
る
。

⑥
御
進
発
献
金

長
州
征
討

「
御
進
発
」
と
は
第
二
次
長
州
征
討
に
際
し
て
将
軍
家
茂
が
大
坂
城
へ
出
陣
し

た
事
で
あ
る
。
幕
府
の
寺
社
奉
行
よ
り
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
献
金
要
請
が
神

道
・
仏
教
各
宗
派
へ
出
さ
れ
て
い
る
。
本
願
寺
で
は
御
門
主
も
「
精
々
御
献
金
被

遊
度
被
思
召
」
て
お
ら
れ
る
の
で
、
末
寺
に
お
い
て
も
献
金
す
る
よ
う
に
と
筑
前

国
の
僧
侶
へ
通
達
し
て
い
る
。

筑
前
国
の
触
頭
は
奉
行
所
へ
献
金
額
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
が
、
奉
行
所
か
ら

は
具
体
的
な
数
字
は
示
さ
れ
ず
、「
寸
志
之
儀
ニ
付
手
軽
ニ
て
可
然
」
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。
触
頭
は
時
節
柄
門
徒
へ
依
頼
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、「
平
僧

壱
ケ
寺
金
壱
朱
」
に
決
め
た
と
通
達
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
広
如
は
文
久
三（
一
八
六
三
）年
に
朝
廷
に
一
万
両
を
献
じ
て
お
り
、

勤
王
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
将
軍
家
茂
の
正
室
は
皇
女
和
宮
で
あ
り
、
い
わ
ゆ

る
「
公
武
合
体
」
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
時
期
で
あ
る
。

⑦
旅
人
取
締

前
号
で
取
り
上
げ
た
「
御
触
控
」「
寺
・
国

御
触
状
写

一
」
に
も
山
伏
や

浪
人
の
止
宿
禁
止
や
浪
人
の
取
り
締
ま
り
に
つ
い
て
の
御
触
れ
が
出
さ
れ
て
い

た
。
世
上
が
大
変
不
安
定
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
、
幕
府
は
朝
廷
に
押
し
切
ら
れ
、
五
月
十
日
を
も
っ

て
攘
夷
を
決
行
す
る
事
に
決
め
た
。
長
州
藩
は
こ
の
日
に
下
関
に
お
い
て
外
国
船

を
攻
撃
し
た
。
し
か
し
過
激
な
行
動
を
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
天
皇
は
、
八
月

十
八
日
に
長
州
藩
と
参
上
実
美
な
ど
の
急
進
派
公
卿
七
人
を
京
都
か
ら
追
放
し
た

（
八
月
十
八
日
の
政
変
）。

翌
元
治
元
年
七
月
、
蛤
御
門
の
変
に
よ
り
長
州
藩
は
朝
敵
と
な
り
、
第
一
次
長

州
征
討
の
際
三
条
ら
五
卿
は
太
宰
府
へ
移
送
さ
れ
た
。
五
卿
の
も
と
に
は
尊
王
攘

夷
派
の
志
士
な
ど
が
頻
繁
に
訪
れ
る
な
ど
、
福
岡
藩
領
内
は
緊
迫
し
た
状
況
に
置

か
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
元
治
元
年
三
月
尊
攘
派
志
士
な
ど
の
取
り
締
ま
る
責
任

者
で
あ
っ
た
牧
市
内
が
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
お
き
た
（『
三
十
一
号
』
に

記
述
あ
り
）。
こ
の
事
件
後
、
福
岡
藩
内
で
は
乗
じ
た
不
審
者
を
取
り
締
ま
る
た

め
に
、
夜
に
外
出
す
る
際
に
は
必
ず
提
灯
を
持
つ
よ
う
に
と
の
通
達
が
出
さ
れ
、

夜
の
見
廻
り
も
強
化
さ
れ
た
。
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寺
・
国

御
触
状
写

元
治
元
年

子

霜
月

制
約
箇
条

一
修
学
第
一
武
芸
第
二
と
相
心
得
修
行
可
仕
候
事

一
僧
行
相
忘
万
事
境
界
不
似
合
之
儀
無
之
、
気
立
不
申
候
様
相
心
得
可
申
候
事

但

縦
令
出
陣
仕
候
共
、
一
殺
多
生
之
経
意
、
殺
賊
為
仁
之
心
得
ニ
て
毎
事
不
儀
理

成
ル
行
ひ
仕
間
敷
、
況
平
生
之
心
得
重
畳
勘
弁
可
仕
候
事

一
御
国
法
・
御
寺
法
共
諸
事
御
定
之
儀
相
背
申
間
敷
候
事

一
相
図
鐘
聞
付
次
第
出
張
急
速
ニ
可
仕
候

但

浦
々
寺
院
は
在
寺
之
上
、
時
宜
ニ
随
ひ
御
指
図
承
り
可
申
事

右
之
条
々
堅
相
守
可
申
、
万
一
相
背
之
筋
は
如
何
様
被

仰
付
候
共
御
恨
申
上
間
敷
、

依
て
印
形
仕
奉
差
上
候
事

月
日

受
書

一
修
学
第
一
武
芸
第
二
と
相
心
得
候
儀
、
誠
難
有
奉
存
候
、
依
て
当
郡
之
処
は
四
季
講
釈

会
読
仕
候
、
且
武
芸
之
処
亦
稽
古
出
精
可
仕
候

一
建
部
殿
軍
事
一
件
御
相
談
被
成
下
候
趣
、
寺
々
大
喜
申
候

一
稽
古
道
具
仕
立
と
し
て
積
金
之
内
御
拝
借
被
仰
付
候
得
共
、
当
郡
は
拝
借
不
仕
候

一
大
炮
稽
古
之
儀
は
余
郡
之
通
り
可
仕
候

一
若
僧
之
処
は
老
分
よ
り
精
々
申
諭
可
仕
候

此
外
ヶ
条
あ
り
云
々

別
紙
御
書
附
四
通
之
趣
可
達
旨
、
御
月
番
大
和
殿
よ
り
被
仰
聞
候
、
其
御
心
得
組
支
配

江
も
可
被
相
達
候
、
以
上

四
月
晦
日

大
目
付
江

天
下
之
体
勢
弥
増
及
切
迫
ニ
付
、
御
大
倹
武
備
一
途
ニ
被
仰
出
置
候
得
共
、
是
迄
之
通

ニ
て
は
心
得
方
区
々
ニ
て
、
現
業
相
運
兼
候
条
、
猶
又
当
丑
年
よ
り
三
ヶ
年
之
間
、
抜

（
議
歟
）

群
御
取
締
之
道
被
相
達
、
御
拭
の
た
め
衣
食
住
を
初
凡
節
倹
之
御
規
則
、
別
紙
之
通
り

被
仰
出
候
、
右
御
制
度
之
御
趣
意
諸
事
深
加
勘
弁
、
取
締
筋
堅
相
守
可
申
候
、
尤
組
支

配
有
之
面
々
は
組
内
教
示
筋
深
切
ニ
可
仕
候
事

但

髪
形
を
初
衣
類
等
ニ
も
異
形
之
儀
有
之
間
敷
候
事

一
右
之
通
り
被
仰
出
候
条
、
以
後
御
趣
意
ニ
戻
り
候
輩
は
厳
重
被
仰
付
候
次
第
も
有
之
候

条
、
其
旨
相
心
得
可
申
候
事

右
之
趣
御
家
中
一
統
可
被
相
達
候

丑
四
月

一
御
家
中
一
統
地
旅
共
綿
服
た
る
へ
く
候
、
尤
諸
士
中
江
は
左
之
品
々
被
差
免
候
事
、
細

太
織
類
之
下
絹
羽
織
、
袴
、
下
着
等
ニ
相
用
候
儀
御
免

黒
八
丈
男
女
共
帯
、
衣
類
之
裏
、
襟
、
こ
ろ
ふ
く
、
袖
口
ハ
御
免

博
多
織
男
子
帯
は
御
免
、
女
子
は
不
相
成
、
繻
子
女
子
帯
、
襟
袖
縁
は
御
免

（
マ
マ
）

（
秩
カ
）

海
気
男
女
共
襟
、
袖
口
、
衣
類
之
裏
ニ
鉄
父
絹
之
類
相
用
候
儀
御
免

紅
絹
女
子
襟
、
袖
口
、
衣
類
之
裏
相
用
候
儀
御
免

○
極
老
之
男
女
裏
ニ
相
用
候
儀
御
免

六
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右
之
外
縮
緬
、
羽
二
重
織
物
等
之
上
絹
襟
、
袖
口
は
勿
論
、
髪
懸
、
胸
掛
之
紐
等
ニ

至
迄
一
切
停
止
、
緋
く
ゝ
し
は
木
綿
た
り
と
も
不
相
成
候
、
尤
夏
服
も
右
ニ
準
候
事

但

拝
領
之
品
は
別
儀
ニ
候
、
御
紋
服
ニ
無
之
品
は
申
出
候
上
可
相
用
候
事

○
九
十
歳
以
上
、
十
歳
以
下
之
向
上
着
ニ
細
太
織
類
之
下
絹
相
用
候
儀
制
外
之
事

○
旅
中
ニ
て
式
立
之
節
は
熨
斗
目
服
紗
相
用
候
儀
、
是
迄
之
通
ニ
候
事

○
旅
中
外
旅
人
応
対
之
節
、
依
時
宜
夏
羽
織
、
絽
紗
相
用
候
儀
、
勝
手
次
第
た
る
へ
き

事

一
刀
差
之
家
来
不
召
連
、
婦
女
子
絹
帯
相
用
候
儀
不
相
成
候
事

一
男
女
子
之
衣
類
染
色
、
ル
リ
カ
ケ
、
紅
カ
ケ
、
上
花
等
高
料
花
美
之
分
凡
て
停
止
之
事

一
割
羽
織
は
以
来
紋
附
無
紋
勝
手
次
第
之
事

一
婦
女
子
之
衣
類
ち
ら
し
入
不
相
成
候
事

但

裾
ニ
軽
き
ち
ら
し
入
は
制
外
た
る
へ
き
事

一
男
女
共
縮
緬
、
羽
二
重
之
類
持
来
之
分
、
下
着
ニ
相
候
儀
は
不
苦
候
、
勿
論
新
製
致
候

儀
は
不
相
成
候
事

但

下
着
等
之
裏
並
襟
、
袖
口
ハ
持
来
た
り
共
不
相
成
候
事

一
女
子
髪
道
具
、
鼈
甲
停
止
之
事

一
銀
か
う
か
い
、
髪
さ
し
ハ
被
差
免
候
事

但

手
込
之
細
工
、
大
造
之
分
は
不
相
成
候
事

一
掛
襟
等
之
縫
箔
一
切
停
止
之
事

一
男
子
縁
組
仕
立
ニ
不
及
持
来
之
大
小
刀
持
、
槍
外
持
来
之
衣
類
限
り
ニ
て
其
外
は
一
切

取
方
用
意
之
事

但

其
身
持
来
之
武
器
、
持
越
之
儀
は
勝
手
次
第
、
尤
其
為
手
当
致
候
儀
は
無
用
之

事

一
女
子
縁
組
仕
立
之
名
号
相
止
、
長
刀
、
守
刀
、
粧
道
具
持
来
之
衣
類
限
ニ
て
夜
具
類
等

は
取
方
有
合
を
以
双
方
簡
易
之
趣
向
申
合
之
事

但

聟
引
手
を
は
じ
め
縁
家
外
親
類
家
来
等
江
之
土
産
一
切
停
止
之
事

一
武
器
類
た
り
共
昨
年
被
仰
出
候
通
り
用
方
第
一
ニ
し
て
、
質
素
相
心
得
可
申
候
事

一
役
成
加
増
其
外
祝
言
之
節
、
鉢
盛
、
鱠
、
吸
物
一
、
肴
一
ニ
不
可
過
候
事

婚
姻
、
年
賀
、
隠
居
、
家
督
幷
仏
事
之
節
は
一
汁
、
二
菜
、
肴
一
ニ
不
可
過
、
但
当

日
限
り

一
平
会
は
右
ニ
応
し
質
素
ニ
可
相
心
得
候
事

一
葬
式
之
節
は
跡
乗
寺
挨
拶
相
止
、
仏
事
之
節
寺
備
之
外
参
寺
之
向
江
斉
、
非
時
出
候
儀

不
相
成
候
事

但

石
塔
建
方
分
限
ニ
応
し
大
造
之
儀
不
相
成
様
、
銘
々
勘
弁
可
仕
候
事

○
以
来
は
金
銘
無
用
之
事

一
家
作
之
儀
差
限
候
修
理
之
外
取
止
可
申
候
、
勿
論
無
用
之
間
取
解
除
勝
手
次
第
之
事

但

拝
領
屋
鋪
内
解
除
之
節
申
出
方
是
迄
之
通

一
吉
凶
ニ
付
音
信
贈
答
之
儀
、
現
品
取
遣
停
止
、
肴
代
、
野
菜
代
取
遣
し
致
候
儀
勝
手
次

第
之
事

但

親
子
兄
弟
祖
父
母
伯
叔
姑
聟
舅
ハ
手
軽
き
之
現
品
取
遣
、
是
又
勝
手
次
第
之
事

○
医
師
師
範
銀
主
等
は
可
為
別
儀
候
事

平
日
信
義
欠
さ
る
た
め
恩
儀
有
之
向
、
朋
友
等
ニ
漁
猟
之
品
、
菜
園
之
品
相
送
候
儀
別

儀
た
る
へ
き
事

一
破
魔
弓
羽
子
板
餅
花
雛
兜
吹
貫
短
冊
之
類
停
止
之
事

但

盆
季
燈
籠
遣
し
候
儀
無
用
之
事

一
餞
別
土
産
停
止
之
事

六
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但

親
子
兄
弟
祖
母
祖
父
伯
叔
父
姑
聟
江
手
軽
き
品
遣
し
候
儀
は
勝
手
次
第
之
事

○
医
師
師
範
銀
主
等
は
別
儀
た
る
へ
き
事

一
御
家
中
女
子
琴
三
味
線
稽
古
為
致
候
儀
可
為
無
用
事

一
半
礼
已
下
無
礼
陪
臣
末
々
之
者
男
女
共
着
服
を
初
御
制
度
別
紙
之
通
ニ
候
事
、
右
之
通

り
被
仰
出
候
条
心
得
違
之
輩
於
有
之
は
、
訖
度
被
仰
付
候
次
第
有
之
候
条
、
無
緩
相
心

得
可
申
候
事覚

一
半
礼
無
礼
陪
臣
末
々
之
者
、
是
迄
御
制
度
被
相
立
置
候
得
共
、
当
御
時
勢
ニ
付
猶
又
左

之
通
停
止
之
事

一
妻
子
共
小
児
付
紐
を
初
胸
懸
之
紐
、
襟
、
袖
口
縁
等
迄
一
切
可
為
木
綿
服
候
、
竪
は
勿

論
横
ニ
て
も
絹
糸
入
、
木
綿
外
真
綿
を
以
製
候
品
は
一
切
停
止
、
京
奥
■
桟
留
小
倉
織

之
類
帯
、
袴
不
苦
候
、
夏
ハ
越
後
地
着
用
停
止
ニ
候
事

但

妻
子
共
雨
羽
織
之
懸
襟
等
一
切
可
為
木
綿
候
、
装
束
ニ
下
り
合
之
品
相
用
候
儀

は
御
免
ニ
候
事

附

半
礼
無
礼
之
者
旅
行
外
他
郡
掛
合
之
節
着
服
等
之
儀
も
一
切
可
為
木
綿
候
事
、

陪
臣
之
者
主
人
よ
り
遣
候
横
麻
上
下
は
着
免
候
事

一
裾
細
着
用
停
止
ニ
候
事

但

前
々
よ
り
着
用
致
来
候
分
は
是
迄
之
通
り
用
へ
き
事

附

家
老
中
其
外
小
書
院
御
礼
之
面
々
知
方
遣
し
置
候
家
来
之
者
、
裾
細
相
用
儀
是

迄
之
通
り
た
る
へ
く
候
、
大
組
頭
以
下
家
来
ハ
都
て
着
用
停
止
ニ
候
事

一
妻
子
共
鼈
甲
外
銀
之
髪
道
具
停
止
ニ
候
事

一
七
十
歳
已
上
之
男
女
、
七
歳
已
下
之
男
女
子
下
着
軽
き
絹
類
着
用
御
免
、
九
十
歳
已
上

は
帯
外
羽
織
之
裏
軽
き
絹
相
用
之
儀
御
免
ニ
候
事

一
男
女
子
之
衣
類
染
色
る
り
か
け
紅
か
け
上
花
等
高
料
花
美
之
分
凡
て
停
止
之
事

一
婦
女
子
之
衣
類
ち
ら
し
入
不
相
成
事

但

裾
ニ
軽
き
ち
ら
し
入
は
可
為
制
外
候
事

一
郡
町
浦
判
家
頼
判
等
之
医
師
下
着
帯
軽
き
絹
相
用
候
儀
不
苦
候
、
然
共
可
相
成
丈
ケ
麁

服
相
用
可
申
候
事

但

妻
子
共
衣
類
染
色
者
一
切
半
礼
已
下
妻
子
同
様
た
る
へ
き
事

附

上
添
穏
婆
衣
類
は
一
切
本
文
医
師
ニ
準
候
事

一
破
魔
弓
羽
子
板
餅
花
雛
兜
吹
貫
短
冊
之
類
停
止
之
事

但

盆
季
燈
籠
等
遣
候
儀
無
用
之
事

一
吉
凶
ニ
付
音
信
贈
答
之
儀
現
品
取
遣
停
止
、
尤
肴
代
野
菜
代
等
取
遣
致
候
儀
勝
手
次
第

ニ
候
事

但

親
子
兄
弟
祖
父
祖
母
叔
父
伯
母
姑
聟
舅
者
手
軽
き
現
品
取
遣
、
是
又
勝
手
次
第

ニ
候
事

○
医
師
師
範
銀
主
等
者
可
為
別
儀
候
事

○
平
日
不
欠
信
義
た
め
恩
儀
之
向
は
朋
友
等
ニ
漁
猟
菜
園
之
物
相
贈
候
儀
者
可
為
制
外
候

事
一
役
成
加
増
其
外
祝
儀
之
節
鉢
盛
鱠
吸
物
一
肴
一
不
可
過
候
事

○
婚
姻
年
賀
外
仏
事
等
之
節
一
汁
二
菜
肴
一
ニ
不
可
過
、
但
当
日
限
り

一
平
会
は
右
ニ
応
し
質
素
ニ
可
相
心
得
候
事

一
家
居
之
儀
差
限
候
修
理
之
外
取
止
可
申
候
、
勿
論
不
用
之
間
所
者
解
除
勝
手
次
第
ニ
候

事
一
刀
脇
指
之
拵
用
方
重
ニ
い
た
し
質
素
之
製
作
可
為
尤
候
事

六
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一
男
女
之
縁
組
不
及
仕
立
持
来
之
大
小
刀
持
来
之
衣
類
限
り
ニ
て
其
外
は
一
切
取
方
用
意

之
事

一
女
子
縁
組
仕
立
之
名
号
相
止
、
髪
道
具
持
参
之
衣
類
限
り
ニ
て
夜
具
類
等
者
取
方
有
合

を
以
双
方
簡
易
之
趣
向
申
合
之
事

一
割
羽
織
以
来
紋
付
無
紋
勝
手
次
第
之
事

一
女
子
髪
之
飾
絹
切
絹
糸
金
糸
外
懸
襟
縫
入
等
一
切
停
止
事

但

紙
ニ
て
製
シ
候
分
は
停
止
之
事

御
免
之
あ
や
ま
り
歟
心
得
へ
し

一
餞
別
土
産
停
止
之
事

但

親
兄
弟
祖
父
母
叔
父
姑
聟
舅
手
軽
き
品
遣
候
儀
勝
手
次
第
之
事

○
医
師
師
範
銀
主
等
は
可
為
別
儀
候
事

一
追
々
心
得
方
相
緩
、
是
迄
御
法
度
之
品
相
用
候
者
も
不
少
哉
ニ
付
、
已
来
は
厳
重
ニ
相

心
得
可
申
候
、
若
相
背
候
者
は
訖
度
咎
メ
申
付
候
事
、
右
之
通
可
被
相
達
候
、
尤
右
之

外
委
細
心
得
筋
之
儀
は
支
配
方
よ
り
申
聞
、
陪
臣
者
主
人
々
々
よ
り
申
付
候
様
可
被
相

達
候
事

大
目
付
江

此
度
被
仰
出
候
御
制
度
之
内
衣
類
御
制
禁
之
品
々
、
唯
今
よ
り
直
々
被
差
留
候
て
は
難

渋
之
輩
も
可
有
之
と
の
御
詮
儀
を
以
、
男
女
共
持
来
之
分
は
当
八
月
迄
着
用
御
免
被
成

候
事但

半
礼
已
下
御
制
禁
之
品
々
弘
化
度
被
相
達
置
候
分
は
勿
論
、
唯
今
よ
り
着
用
不

相
成
候
事

右
之
趣
御
家
中
一
統
可
被
相
達
候
事

丑
四
月添

触

今
般
別
紙
四
通
之
趣
御
家
中
一
統
江
被
相
達
候
条
、
寺
社
之
向
法
服
は
格
別
、
平
常
衣

服
筋
倹
約
取
締
方
之
儀
は
御
家
中
ニ
準
候
儀
は
勿
論
之
事
ニ
候
、
去
ル
文
化
三
年
衣
服

御
定
書
、
寺
社
江
相
達
置
候
通
り
、
尤
其
筋
は
前
々
よ
り
年
始
御
礼
等
被
仰
付
置
候
社

家
之
内
は
軽
き
絹
羽
織
着
用
御
免
之
向
も
候
得
共
、
此
節
被
仰
出
候
御
趣
意
之
通
り
訖

度
被
相
心
得
、
御
年
限
中
一
統
木
綿
羽
織
着
用
可
致
候
、
尤
是
迄
軽
き
絹
羽
織
等
是
迄

之
通
り
相
用
候
様
配
下
中
江
可
被
相
達
候
事

一
御
取
締
ニ
付
一
宗
一
派
限
り
取
締
筋
昨
年
来
申
居
候
得
共
、
尚
又
此
節
御
大
倹
被
仰
出

候
ニ
付
、
仕
来
不
泥
相
互
ニ
申
合
セ
、
費
筋
無
之
様
見
込
相
立
、
現
業
取
行
之
道
立
い

た
し
、
来
廿
日
限
堅
く
役
所
江
可
被
申
出
候
事

寺
社
兼
帯町

奉
行

大
目
付
江

当
四
月
十
八
日
年
号
慶
応
と
改
元
之
旨
、
江
戸
表
よ
り
申
来
候
事

右
之
趣
被
得
其
意
、
配
下
中
江
も
早
々
可
被
相
達
候
事

五
月

一
今
程
御
節
倹
被
仰
出
候
条
、
諸
事
取
締
筋
は
勿
論
、
願
出
筋
ニ
て
奉
行
衆
宅
幷
寺
社
方

一
手
之
宅
江
罷
越
、
内
話
い
た
し
候
儀
可
被
致
遠
慮
、
尤
無
拠
用
向
、
或
ハ
面
談
不
致

し
て
は
難
運
筋
は
、
役
場
控
処
ニ
罷
出
申
通
候
て
可
致
面
談
候
、
且
又
音
物
幷
自
祝
等

六
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ニ
て
菓
子
、昆
布
、其
外
聊
た
り
共
差
贈
之
儀
可
為
無
用
候
条
、被
得
其
意
配
下
之
面
々

江
も
可
被
申
諭
置
候
事

五
月

寺
社
役
所

一
火
災
之
節
両
市
中
町
ニ
是
迄
早
拍
子
木
等
太
鼓
相
用
候
得
共
、
以
来
左
之
通
被
相
改

候
、
寺
院
之
向
自
然
心
得
違
ニ
て
火
災
之
節
条
、
早
鐘
撞
候
て
は
不
相
済
ニ
付
、
此
段

相
達
置
候
、
御
指
図
之
節
は
是
迄
之
通
無
手
抜
可
被
相
心
得
候
事

一
町
ニ
半
鐘
相
用
、
最
前
之
通
り
続
打
之
事

一
鎮
火
之
節
引
鐘
、
最
前
之
通
り
三
ツ
続
寛
打
候
事

一
杉
山
鶴
心
儀
家
老
席
江
罷
出
、
御
財
用
筋
之
儀
は
因
幡
申
合
候
様
被
仰
付
候
、
此
段
懸

り
合
口
々
江
不
差
立
可
被
相
達
候
事

一
司
書
方
依
願
今
廿
三
日
職
分
御
免
被
成
候
、
此
段
向
寄
可
被
相
達
候
事

一
衣
非
安
六
郎
儀
今
七
日
町
奉
行
被
仰
付
、
御
用
聞
格
被
仰
付
候

一
針
治
導
引
ハ
元
来
盲
人
共
之
業
ニ
付
、
清
眼
之
者
は
可
致
遠
慮
事
ニ
候
処
、
近
来
猥
ニ

右
業
を
以
渡
世
致
し
候
者
も
不
少
歟
ニ
て
、勾
当
共
難
渋
之
段
相
達
候
、依
之
清
眼
之
者

は
右
業
被
指
留
筈
ニ
候
得
共
、生
得
病
身
等
ニ
て
稼
之
道
無
之
、無
拠
右
業
を
以
致
生
活

候
者
共
は
御
家
中
判
者
初
、
郡
町
浦
共
以
来
勾
当
江
引
合
、
納
得
之
上
右
業
可
致
、
盲

人
た
り
共
同
様
厳
重
ニ
相
心
得
可
申
候
事

四
月

但

御
国
中
滞
在
之
旅
人
、
右
業
渡
世
い
た
し
候
者
共
江
も
同
様
之
事
ニ
候

右
御
触
之
趣
被
得
其
意
、
郡
中
相
触
可
有
之
候
事

倹
約
制
条

一
吉
凶
之
音
信
贈
答
は
、
吉
事
は
贈
答
不
仕
、
凶
事
は
葬
式
法
事
等
惣
て
無
酒
、
斉
、
非

時
料
理
向
は
極
省
略
可
仕
、
野
菜
料
は
六
拾
銅
限
ニ
可
仕
候
、
右
は
寺
仲
間
相
互
之
儀

ニ
御
座
候

一
諸
法
事
・
講
会
是
迄
ハ
精
進
落
と
し
て
内
輪
丈
酒
宴
仕
居
申
候
得
共
、
已
来
禁
可
申
事

一
平
日
た
り
共
放
歌
、
三
絃
等
惣
て
酒
宴
ケ
間
敷
事
仕
間
敷
候
事

但

旦
家
よ
り
追
善
と
名
ケ
所
貸
等
も
惣
て
一
切
相
断
可
申
事

一
朝
夕
白
粥
昼
一
菜
、
婦
女
子
髪
之
道
具
惣
て
花
美
相
慎
可
申
、
召
遣
下
男
等
ニ
至

迄
申
聞
五
日
振
々
々
魚
菜
相
与
へ
、
平
日
ハ
漬
物
ニ
て
相
仕
舞
可
申
事

一
惣
て
衣
食
住
ニ
付
聊
も
驕
奢
之
振
舞
相
慎
可
申
事

丑
五
月
日

一
筆
申
達
候
、
然
は
兼
て
御
役
所
よ
り
御
達
被
仰
付
置
候
通
り
、
住
職
分
は
勿
論
、
後

住
、
二
三
男
迄
、
修
学
第
一
、
武
芸
第
二
ニ
相
心
得
、
修
業
可
有
之
、
片
寄
り
候
て
は

御
達
之
御
趣
意
ニ
相
背
候
条
、
文
武
両
様
入
精
修
行
可
有
之
候

一
此
度
勧
学
南
渓
師
講
会
之
節
、
聴
講
有
之
候
、
筆
記
之
上
郡
内
ニ
て
致
修
学
居
候
仁
体

相
招
、
一
郡
打
寄
再
講
相
頼
、
筆
記
下
タ
致
研
究
、
一
寺
住
職
之
身
分
致
宗
判
居
候
丈

之
儀
は
、
邪
正
納
得
有
之
候
様
出
精
可
有
之
候
、
怠
堕
放
逸
之
向
も
有
之
候
ハ
ヽ
申
出

之
上
、相
当
之
咎
可
申
付
候
条
、兼
て
其
心
得
有
之
、修
行
筋
無
懈
怠
可
被
相
心
得
候
、

此
段
相
達
候
郡
内
一
統
江
不
洩
様
可
被
相
達
候
事

触
頭
中

丑
六
月触

次
中

六
八



但

秋
月
御
領
寺
々
は
武
芸
之
儀
御
達
は
無
之
、
為
念
申
置
候

御
触
達
写

近
来
雨
天
続
ニ
て
田
方
募
不
宜
ニ
付
、
上
よ
り
諸
社
江
御
祈
祷
追
々
被
仰
出
置
候
得

共
、
猶
又
速
ニ
快
晴
ニ
至
候
様
、
志
有
之
面
々
ハ
寸
志
ニ
御
祈
祷
抽
丹
誠
執
行
有
之
度

候
、
尤
開
白
結
願
は
追
て
可
被
申
出
候
、
以
上

右
之
趣
配
下
中
江
も
不
洩
様
、
早
々
可
被
相
達
候
、
以
上

右
之
通
り
御
達
ニ
付
、
猶
於
御
一
宗
勿
論
祈
祷
様
之
儀
無
之
候
得
共
、
諸
宗
一
統
江
被

仰
出
候
儀
ニ
付
、
右
ニ
準
御
国
恩
下
ニ
住
奉
国
命
、
於
両
市
中
は
当
月
十
日
よ
り
至
十

四
日
、
一
派
中
於
万
行
寺
・
徳
栄
寺
、
三
部
経
読
誦
致
執
行
候
、
右
ニ
準
一
郡
一
ヶ
所

ニ
て
郡
内
寺
々
揃
之
上
、三
部
経
読
誦
有
之
始
末
之
日
数
、追
て
以
差
出
可
被
届
出
候
、

以
上

六
月
十
四
日

年
番
役
所

郡
々
触
次
中

御
触
状
写

大
目
付
江

近
年
猥
ニ
頭
巾
を
用
ひ
、
手
拭
ニ
て
面
体
を
包
致
徘
徊
候
者
不
少
候
ニ
付
、
御
城
内
は

勿
論
、
山
下
ニ
て
猥
ニ
相
用
候
者
於
有
之
は
、
手
筋
よ
り
姓
名
等
承
り
申
出
候
様
、
去

ル
戌
年
相
達
置
候
処
、近
来
深
笠
相
用
ひ
致
徘
徊
候
者
多
く
、浪
人
体
ニ
紛
敷
候
ニ
付
、

是
又
当
時
昼
夜
共
被
差
留
候
、
自
然
右
紛
敷
行
粧
ニ
て
致
徘
徊
候
者
於
有
之
は
、
名
元

等
承
り
申
出
候
様
手
筋
江
相
達
置
候
間
、
其
旨
相
心
得
組
支
配
江
も
重
畳
申
談
候
様
、

筋
々
江
可
被
相
達
候
事

右
之
趣
被
得
其
意
、
配
下
中
江
も
不
洩
候
様
早
々
可
被
相
達
候
、
以
上

七
月
廿
六
日

寺
社
兼
帯町

奉
行

右
御
触
之
趣
被
得
其
意
、
郡
々
中
無
洩
落
可
被
申
達
、
下
寺
々
出
福
等
も
可
有
之
間
、

心
得
無
之
候
て
は
蒙
御
咎
候
条
、
差
急
候
ニ
付
早
刻
次
郡
触
次
江
差
送
り
可
有
之
候
事

年
番
役
所

丑
七
月郡

々
触
次
中

御
届
申
上
口
上
之
覚

一
近
来
雨
天
続
ニ
て
田
方
募
不
宜
、
諸
社
江
御
祈
祷
被
仰
付
、
志
有
之
向
寸
志
祈
祷
之
儀

御
達
被
仰
付
奉
敬
承
候
、
当
宗
法
ニ
て
愚
昧
之
凡
僧
自
力
之
祈
祷
難
届
、
弥
陀
仏
之
願

力
ニ
任
セ
六
字
ヲ
称
へ
三
部
之
妙
典
を
読
誦
仕
、
天
下
和
順
日
月
清
明
風
雨
以
時
之
経

節
を
仰
き
、
仏
恩
を
謝
し
、
御
国
恩
を
奉
報
、
宗
教
を
相
守
、
当
月
十
日
よ
り
今
十
三

日
ま
て
万
行
寺
・
徳
栄
寺
江
両
市
中
一
派
中
打
寄
、
三
部
経
読
誦
仕
候
、
今
十
四
日
は

銘
々
於
自
坊
勤
行
仕
候
、都
合
五
日
之
間
執
行
仕
候
、在
々
江
は
壱
郡
一
ヶ
所
江
相
集
、

執
行
仕
候
様
相
達
置
候
、
郡
々
日
数
之
儀
は
申
出
次
第
御
届
可
申
上
候
、
以
上

年
番徳

栄
寺

慶
応
元
年
丑
六
月

六
九



衣
非
安
六
郎
殿

福
屋

等
殿

井
上
清
太
夫
殿

御
役
所
よ
り
右
口
上
書
本
紙
ニ
付
紙
ニ
て
奇
特
之
存
念
承
届
置
候

不
分

寺
社
兼
帯町

奉
行

御
触
達
写

先
日
来
雨
天
続
ニ
て
田
方
募
不
宜
候
ニ
付
、
天
気
快
晴
御
祈
祷
執
行
之
儀
相
達
之
処
、

別
紙
名
付
之
面
々
志
を
相
立
、
抽
丹
誠
速
ニ
執
行
致
し
候
段
奇
特
之
至
達
御
聴
候
事

町
奉
行

六
月
廿
三
日

福
屋
等
儀
病
気
ニ
付
依
願
、
今
七
日
退
役
願
之
通
被
仰
付
候
条
、
此
段
向
寄
可
相
達
候

大
目
付
江

相
模
儀
依
願
今
廿
八
日
職
分
御
免
被
成
候

播
磨
儀
依
願
、
隠
居
家
督
大
和
江
被
下
、
是
迄
之
通
り
職
分
、
尤
上
座
ニ
て
被
仰
付
、

此
段
向
寄
江
可
被
相
達
候
事

倉
八
権
九
郎
、
今
十
日
御
用
召
之
上
、
於
御
殿
御
奉
行
被
仰
付
候
、
被
得
其
意
配
下
中

江
も
可
被
相
達
候
事

小
川
民
部
儀
、
今
廿
六
日
思
召
を
以
職
分
被
仰
付
、
席
順
丹
後
上
ニ
被
仰
付
候
、
被
得

其
意
配
下
中
江
向
寄
ニ
被
相
達
候
事

七
月
廿
八
日

寺
社
兼
帯町

奉
行

一
筆
致
啓
達
候
、
先
以
三
御
門
跡
様
益
御
機
嫌
能
被
為
成
御
座
候
間
可
為
御
大
慶
候
、

然
は
今
般
被
遊
御
進
発
候
段
、
実
以
恐
入
候
次
第
、
尤
近
来
多
端
御
物
入
被
為
打
続
候

折
柄
、
猶
御
進
発
ニ
て
は
御
用
途
莫
大
之
段
は
申
迄
も
無
之
儀
ニ
付
、
別
紙
之
通
り
寺

社
御
奉
行
所
よ
り
御
内
示
有
之
候
次
第
、
深
御
敬
承
被
為
在
候
、
依
て
御
門
跡
様
ニ
も

可
相
成
丈
、
精
々
御
献
金
被
遊
度
被
思
召
候
条
、
厚
被
奉
恐
察
、
右
御
献
金
御
手
伝
上

納
可
成
上
候
、
猶
各
自
分
ニ
取
候
て
も
多
年
昇
平
之
御
恩
沢
を
奉
報
候
時
節
候
条
、
御

不
分

趣
意
深
被
奉
感
戴
無
寛
速
出
精
献
備
可
有
之
候
旨
被
仰
出
候
、
恐
惶
謹
言

五
月
十
七
日

冨
島
頼
母

嶋
田
右
兵
衛
少
尉

下
間
大
蔵
卿
法
眼

下
間
大
進
法
印各

在
判

筑
前
国

院
家
衆
中

七
〇



内
陣
衆
中

余
間
衆
中

御
奉
行
所
よ
り
御
達
覚
書

今
般
被
遊
御
進
発
候
段
、
実
以
恐
入
候
次
第
ニ
付
、
多
年
太
平
之
御
恩
沢
を
相
弁
、
万

民
挙
て
惣
力
勿
論
之
儀
、
僧
侶
社
人
と
い
ふ
共
其
身
ニ
応
し
候
御
用
相
勤
、
御
国
恩
を

可
奉
報
は
此
時
ニ
候
、
就
て
は
近
来
御
多
端
ニ
て
種
々
御
物
入
も
打
続
候
折
柄
、
御
進

発
ニ
付
て
も
御
用
途
莫
大
之
段
は
申
迄
も
無
之
儀
ニ
付
、
其
段
奉
恐
察
、
御
朱
印
等
被

下
置
候
寺
社
は
勿
論
其
外
共
相
応
献
金
可
相
願
筈
、
勿
論
其
品
々
多
分
を
可
論
筋
は
無

之
候
得
共
、
銘
々
一
巳
ニ
取
候
て
は
心
底
之
程
も
相
顕
、
一
宗
一
派
ニ
お
い
て
は
其
一

宗
一
派
之
規
模
も
相
立
候
事
ニ
付
、
其
心
得
を
以
力
及
ひ
候
丈
上
納
致
し
、
攻
て
右
御

用
途
之
内
江
御
差
加
ニ
も
相
成
候
ハ
ヽ
、
本
意
ニ
は
無
之
哉
、
尤
も
先
達
て
上
納
金
致

し
未
タ
間
合
も
無
之
ニ
は
候
得
共
、度
々
之
儀
は
前
年
ニ
無
之
、不
容
易
御
事
柄
ニ
付
、

平
常
之
心
意
を
離
、
格
別
出
精
上
納
被
願
候
様
、
厚
差
含
触
下
々
々
江
は
其
方
共
よ
り

可
申
諭
、
乍
併
夫
ニ
付
無
益
之
手
数
相
掛
候
て
は
不
宜
候
間
、
遠
国
之
輩
は
態
々
呼
出

候
ニ
て
は
不
及
、
早
々
申
遣
候
様
可
致
、
右
は
自
分
共
心
附
を
以
申
諭
候
事
ニ
付
、
心

得
違
無
之
様
夫
々
江
も
申
通
度
事

丑
五
月献

金
上
納

公
儀
よ
り
御
達
書
御
内
諭

別
紙
内
諭
之
趣
、
銘
々
よ
り
配
下
之
向
江
申
達
候
ハ
ヽ
、
此
度
之
儀
は
一
ト
通
不
成
御

事
柄
ニ
付
、
多
年
蒙
御
恩
沢
候
冥
加
之
程
相
弁
、
必
速
ニ
上
納
相
願
可
申
、
右
之
面
々

納
方
心
得
左
ニ
申
達
候

一
御
府
内
罷
在
候
寺
院
之
向
は
触
頭
江
取
集
、
員
数
幷
地
名
、
宗
旨
、
寺
号
等
相
認
候
目

録
書
相
添
、
自
分
共
方
江
相
納
、
神
職
之
向
は
直
々
銘
々
自
分
共
方
江
目
録
相
添
相
納

可
申
事

一
遠
国
ニ
罷
在
候
寺
社
之
向
、
御
料
は
支
配
奉
行
所
御
代
官
役
所
御
預
り
役
、
私
領
は
領

陣

主
地
頭
役
場
江
相
納
、
万
石
已
下
之
向
知
行
所
ニ
陳
屋
無
之
分
は
、
最
寄
奉
行
所
御
代

官
役
所
御
預
役
所
之
内
江
相
納
可
申
事

一
関
八
州
ニ
罷
有
候
寺
社
之
向
、
其
向
最
寄
ニ
支
配
役
所
領
主
地
頭
役
場
無
之
、
上
納
方

差
支
候
分
は
出
府
之
上
自
分
共
内
江
直
相
納
候
共
、
又
慥
成
便
宜
を
以
江
戸
表
支
配
役

所
領
主
地
頭
屋
敷
江
向
相
納
候
共
勝
手
次
第
た
る
へ
き
事

一
附
属
無
之
寺
社
之
向
、
遠
国
之
分
は
最
寄
次
第
奉
行
所
御
代
官
役
所
御
預
役
所
、
万
石

以
上
領
分
役
場
之
内
江
相
納
、
関
八
州
之
分
は
其
最
寄
ニ
右
奉
行
所
御
代
官
御
預
所
役

場
等
無
之
、
差
支
候
類
は
直
々
相
納
候
と
も
、
又
は
慥
成
便
宜
を
以
寺
院
は
触
頭
、
社

人
は
吉
田
白
川
両
家
執
役
其
外
出
役
所
等
、
右
之
向
は
右
江
向
相
納
候
と
も
勝
手
次
第

た
る
へ
き
事

右
之
通
り
可
相
心
得
候
、
触
頭
又
は
奉
行
所
御
代
官
役
所
御
預
役
所
領
主
地
頭
役
場
江

相
納
候
得
は
無
差
支
、
受
取
自
分
共
方
江
差
越
候
様
右
向
々
江
も
申
達
候
儀
ニ
付
、
尤

上
納
相
願
候
面
々
可
成
丈
無
益
之
手
数
失
費
等
不
掛
様
可
致
候

右
之
趣
配
下
之
向
々
江
早
々
達
、
尤
一
同
御
国
恩
を
相
弁
か
か
る
御
急
務
之
御
用
途
ニ

御
差
加
相
成
候
様
致
し
度
と
之
心
得
ニ
て
上
納
可
致
事

右
遅
々
い
た
し
候
て
は
自
か
ら
心
底
貫
通
不
致
筋
ニ
付
、
可
成
丈
速
ニ
上
納
相
成
候
様

是
又
急
度
可
被
達
置
候

七
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丑
五
月

右
之
通
御
使
を
以
御
本
山
よ
り
御
達
ニ
付
、
上
納
員
数
伺
候
処
、
於
御
殿
御
不
分
ニ

付
御
役
所
は
員
数
何
程
一
派
中
ニ
て
献
金
仕
候
事
ニ
御
座
候
哉
、
奉
伺
口
上
書
左
之
通

奉
伺
口
上
之
覚

一
今
般
公
儀
御
進
発
被
遊
候
ニ
付
て
は
多
年
太
平
之
御
恩
沢
奉
報
、
献
金
可
有
之
旨
寺
社

御
奉
行
所
よ
り
御
内
示
有
之
候
ニ
付
、
献
金
無
遅
滞
、
早
々
御
請
印
形
帳
相
調
可
差
登

旨
、本
山
よ
り
此
度
被
相
達
候
儀
ニ
御
座
候
、猶
又
公
儀
御
役
方
よ
り
御
達
写
被
差
下
、

遠
国
ニ
罷
有
候
寺
社
之
向
御
料
ハ
支
配
所
御
代
官
役
所
御
預
り
役
所
、
私
領
は
御
領
主

御
地
頭
御
役
場
江
相
納
可
申
旨
ニ
御
座
候

右
之
通
本
山
よ
り
達
御
座
候
間
一
派
寺
々
献
金
仕
、
御
役
所
江
相
納
可
申
上
と
奉
存

候
、
然
ル
ニ
員
数
之
儀
問
合
仕
候
得
共
本
山
江
も
一
向
ニ
相
分
不
申
由
ニ
御
座
候
、
只

今
程
寺
院
難
渋
仕
居
申
候
折
柄
ニ
御
座
候
得
は
、
大
造
之
献
金
は
出
来
仕
間
敷
、
大
寺

小
寺
差
別
も
可
有
御
座
候
得
共
、
何
程
献
金
仕
候
て
宜
敷
御
座
候
哉
、
不
馴
之
儀
ニ
付

相
分
り
不
申
、
甚
奉
恐
入
候
得
共
、
右
員
数
御
才
判
被
仰
付
被
下
候
様
奉
願
候
、
以
上

七
月

光
専
寺

徳
栄
寺

万
行
寺

御
奉
行
当

右
之
通
り
願
出
候
処
、
上
よ
り
御
才
判
者
不
被
為
出
来
、
寸
志
之
儀
ニ
付
手
軽
ニ
て
可

然
献
金
ニ
付
、
門
徒
江
掛
候
て
は
此
時
節
差
支
有
之
間
、
其
段
相
心
得
可
申
旨
御
達
ニ

付
、
御
役
所
ニ
て
御
示
談
之
上
平
僧
壱
ケ
寺
金
壱
朱
ニ
相
決
、
此
段
相
心
得
記
し
置
候

事

御
触
状
写

戸
次
彦
之
助

原
田
源
蔵

右
之
者
共
今
廿
四
日
暁
致
出
奔
候
ニ
付
、
其
境
内
探
索
い
た
し
、
疑
敷
儀
有
無
、
明
廿

五
日
限
り
両
市
中
配
下
之
分
共
触
頭
よ
り
一
紙
を
以
役
所
江
可
被
申
出
候
事

但

遠
在
之
配
下
江
も
早
々
相
達
申
出
次
第
速
ニ
役
所
江
可
被
相
届
候
事

衣
非
安
六
郎

倉
八
権
九
郎

十
月
廿
四
日

触
頭
中

右
御
触
之
趣
被
得
其
意
、
郡
内
不
洩
様
被
相
達
、
右
両
人
境
内
ニ
有
無
早
刻
可
被
申
出

候
、
猶
以
早
々
郡
次
々
江
巡
達
可
有
之
候
事

但

申
出
延
引
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
御
呼
出
有
之
事

年
番
役
所

十
月
廿
四
日

郡
々
触
次
中
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御
茶
御
用
ニ
付
御
規
定

一
御
茶
納
所

博
多
川
端
米
会
所
、
但
納
時
節
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、
納
可
申
役
同
所
江
出
張
有
之
不
分
之

儀
有
之
節
は
徳
栄
寺
江
可
申
出
事

一
御
茶
寺
よ
り
金
銭
ニ
て
求
集
候
儀
は
不
宜
、
旦
家
よ
り
志
相
立
指
上
候
分
取
集
差
上
申

度
事

此
儀
幷
心
得
有
之
相
含
可
申
事

一
取
集
御
茶
博
多
納
所
迄
指
出
、
駄
賃
は
御
渡
被
仰
付
候
事

一
御
茶
品
ニ
応
し
相
場
直
段
立
は
郡
よ
り
定
可
申
出
事

一
御
渡
金
は
納
之
節
半
銀
は
其
寺
且
頭
江
相
渡
、
相
残
半
高
は
御
払
捌
之
上
御
渡
被
仰
付

候
事

一
御
茶
指
出
御
用
物
唱
ニ
て
宿
継
持
出
不
相
成
候
事

一
他
国
人
前
銀
入
込
茶
商
取
候
て
は
村
之
茶
手
少
、
依
之
其
向
指
留
等
は
御
手
筋
よ
り
可

被
仰
付
、
寺
よ
り
村
役
等
江
引
合
無
用
之
事

一
納
候
前
ニ
茶
品
手
本
少
々
指
出
、
御
改
可
請
取
事

穂
波
四
百
俵
差
上
之
先
々
江
急
々
申
達
度

一
茶
俵
数
ニ
不
拘
品
合
少
シ
ニ
て
も
入
念
且
家
志
相
立
さ
せ
差
上
候
儀
肝
要
之
事

達
書

筑
前
国

御
末
寺
中

門
徒
中

御
本
廟
御
相
続
四
海
津
々
浦
々
迄
も
遍
御
法
義
御
弘
通
益
御
繁
昌
昼
夜
遂
御
化
導
候
儀

は
、
全
公
武
之
仁
政
泰
平
之
御
恩
沢
ニ
候
得
は
当
今
之
時
勢
、
弥
以
一
廉
之
御
勤
王
御

報
国
之
御
懇
志
を
被
為
懸
度
、
専
務
ニ
被
思
召
、
公
武
江
御
伺
被
遊
候
処
、
加
茂
川
筋

荒
神
口
江
大
橋
御
掛
渡
之
儀
、
誠
ニ
御
勤
功
之
御
儀
被
思
召
、
且
は
諸
人
相
助
り
候
儀

と
深
御
満
足
被
思
召
、猶
精
々
成
功
之
旨
被
仰
出
、御
門
跡
様
厚
御
感
戴
御
敬
承
被
遊
、

従
御
文
庫
御
下
ケ
金
被
為
在
候
得
共
、
莫
大
之
御
用
途
難
被
為
行
届
、
御
苦
慮
被
為
在

候
条
、
御
門
末
ニ
於
て
も
右
思
召
之
程
深
被
奉
恐
察
、
厚
心
配
御
取
持
被
申
上
、
速
ニ

御
成
功
有
之
候
ハ
ヽ
、
報
国
謝
徳
之
経
営
と
奉
休
、
尊
慮
候
儀
は
勿
論
其
身
も
自
分
報

国
之
忠
意
ニ
も
相
備
り
候
事
ニ
候
間
、
時
節
柄
殊
更
気
之
毒
ニ
被
思
召
候
得
共
、
右
深

重
之
御
趣
意
ニ
被
申
上
、
出
精
御
取
持
御
手
伝
之
儀
分
て
御
頼
被
仰
出
候
、
依
て
此
段

申
達
候
也

乙
丑
十
月

下
間
大
進
法
印

下
間
大
蔵
卿
法
眼

嶋
田
右
兵
衛
少
尉

富
島
頼
母

新
橋
御
創
建
ニ
付
御
用
番
下
間
大
蔵
卿
殿
よ
り
御
演
達
之
趣
意
書

御
本
廟
御
相
続
四
海
津
々
浦
々
迄
御
法
儀
弥
益
々
御
繁
昌
被
遊
、
日
夜
御
化
導
を
奉
蒙

候
事
、
全
御
所
幷
公
儀
御
仁
政
、
泰
平
之
御
恩
沢
ニ
候
、
然
処
近
年
国
体
転
変
ニ
付
、

破
仏
之
妨
難
頻
り
ニ
起
り
、
就
中
僧
徒
を
遊
民
と
毀
罵
し
、
殊
ニ
御
一
派
御
繁
昌
ニ
付

ハ
敵
讎
之
如
く
目
指
シ
、
既
先
年
高
台
寺
焼
打
之
節
は

御
本
廟
ニ
於
て
も
実
ニ
危
場

ニ
被
為
在
候
処
、
程
能
御
遁
被
遊
候
得
共
、
兎
角
御
難
題
難
休
候
、
付
て
は
上
御
門
跡

様
御
尊
慮
を
被
悩
候
御
事
て
、
御
家
中
御
末
寺
ニ
至
迄
致
心
痛
候
、
右
ニ
付
御
勤
王
御

報
国
之
御
勤
功
御
立
被
遊
度
、
専
務
ニ
被
思
召
候
ニ
付
、
公
武
江
御
伺
被
遊
候
処
、
加
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茂
川
筋
荒
神
口
ニ
大
橋
御
掛
渡
之
儀
被
仰
出
候
、
抑
右
大
橋
之
儀
は
非
常
之
節
御
所
御

立
退
之
御
用
意
ニ
て
、
平
日
は
諸
人
通
行
御
免
被
為
成
候
事
ニ
候
、
全
体
彼
場
所
ニ
大

橋
無
之
候
て
は
、
御
所
御
立
退
之
節
御
通
輦
難
被
為
遊
候
の
み
な
ら
す
、
平
日
も
大
雨

之
砌
は
諸
人
通
行
致
迷
惑
候
処
ニ
候
間
、
兼
て
大
橋
御
掛
渡
之
思
召
被
為
在
候
処
、
此

度
右
掛
渡
之
儀
御
殿
江
被
仰
出
、
御
門
跡
様
厚
御
感
戴
御
敬
承
被
為
遊
、
既
御
文
庫
よ

り
御
下
ケ
金
被
遊
候
御
事
ニ
候
、
右
御
掛
橋
之
儀
は
勤
王
報
国
之
御
勤
功
ニ
相
備
り
候

事
ニ
て
、
当
今
之
御
時
勢
を
安
座
し
て
御
傍
観
不
被
為
遊
訳
合
ニ
て
、
御
門
跡
様
御
勤

功
は
勿
論
、
御
門
末
迄
自
分
御
国
恩
を
奉
報
候
儀
ニ
相
成
、
右
大
橋
御
成
就
之
上
御
本

廟
よ
り
御
末
寺
ニ
至
迄
、
永
々
御
相
続
御
法
義
弥
益
御
弘
通
之
御
根
基
ニ
相
備
り
候
事

ニ
候
得
は
、
御
末
寺
御
門
徒
ニ
至
迄
、
自
分
之
身
上
ニ
引
受
、
一
廉
御
手
伝
被
申
上
候

得
は
、
御
門
跡
様
之
御
尊
慮
を
奉
安
候
儀
は
勿
論
、
仏
祖
江
之
御
報
謝
、
公
儀
江
之
忠

意
ニ
相
備
り
、
其
身
も
仏
門
ニ
致
衣
食
四
民
之
勤
を
不
為
し
て
、
遊
民
ニ
あ
ら
さ
る
儀

ニ
相
成
候
得
は
、
公
武
之
御
恩
沢
を
思
、
御
門
跡
様
之
御
尊
慮
を
奉
恐
察
、
自
分
之
行

末
を
考
へ
、
乞
度
抽
丹
誠
御
手
伝
被
申
上
、
早
々
御
成
就
ニ
相
成
候
様
御
取
持
可
被
申

上
候
事
ニ
候

荒
神
口
御
掛
橋
之
場
所
ハ
御
所
之
横
手
ニ
当
り
候
筋
ニ
候

一
御
橋
御
造
営
用
意
五
万
両
之
御
手
当
ニ
て
、
三
条
大
橋
同
様
之
儀
ニ
て
、
川
巾
一
面
上

下
二
丁
程
、
一
面
敷
石
其
上
ニ
御
橋
掛
渡
ニ
相
成
候
、
賀
茂
川
筋
ハ
砂
川
ニ
て
洪
水
之

節
は
山
よ
り
洗
出
シ
候
て
、
水
勢
強
候
ニ
付
、
五
条
・
三
条
之
通
ニ
付
、
荒
神
口
之
新

橋
右
同
様
之
御
造
営
ニ
候
事

達
書

筑
前
国

御
末
寺
中

所
化
中

昨
子
七
月
京
都
不
慮
之
大
火
ニ
て
学
林
も
及
類
焼
候
ニ
付
て
は
、
速
ニ
御
再
建
之
思
召

被
為
在
候
得
共
、
何
分
当
今
之
時
勢
不
被
及
其
儀
、
深
歎
被
思
召
候
、
抑
林
門
之
儀
は

教
興
院
様
深
重
之
思
召
を
以
御
創
建
被
為
在
、
御
一
流
僧
侶
修
学
之
場
所
に
て
、
御
宗

乗
遂
研
究
美
敷
自
行
化
他
可
致
為
之
学
痒
有
之
、
修
学
之
次
第
も
先
々
よ
り
被
仰
出
有

之
儀
、
各
敬
承
之
事
ニ
候
、
然
処
右
回
録
ニ
付
て
は
難
捨
置
候
間
、
一
同
被
申
合
、
速

ニ
御
再
建
ニ
相
成
候
様
、
格
別
心
配
御
取
持
可
有
之
候
、
元
来
僧
分
之
儀
は
如
法
ニ
勤

学
、
御
宗
乗
御
掟
之
趣
等
堅
固
ニ
相
守
、
自
分
後
生
之
一
大
事
、
安
堵
之
儀
は
勿
論
、

厚
門
徒
及
教
導
上
は
政
教
を
も
致
補
助
、
自
分
天
下
安
民
之
道
理
ニ
も
相
叶
、
是
則
報

恩
勤
王
之
営
ニ
可
相
備
次
第
ニ
候
所
、
近
年
時
勢
ニ
従
ひ
国
家
之
遊
民
抔
と
頻
リ
ニ
他

之
毀
訾
を
招
候
事
は
、
全
釈
門
之
本
意
を
取
失
候
よ
り
相
起
候
儀
ニ
て
、
畢
竟
不
学
無

才
不
如
法
之
族
有
之
候
故
ニ
て
、
甚
被
労
尊
慮
候
御
事
ニ
候
、
依
之
早
々
林
門
御
造
建

不
相
成
候
は
て
は
、
学
業
衰
微
之
基
ニ
候
条
、
右
之
趣
深
返
照
有
之
、
弥
以
修
学
策
進

厳
護
法
城
、
興
隆
仏
法
之
本
意
ニ
相
協
候
様
被
心
得
、
抽
丹
誠
御
取
持
可
被
成
上
旨
被

仰
出
候
、
依
て
此
段
申
達
候
也

下
間
大
進
法
印

下
間
大
蔵
卿
法
眼

嶋
田
右
兵
衛
少
尉

富
島
頼
母

学
林

看
護

参
事
江
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教
興
院
様
御
代
学
林
御
基
立
之
御
制
掟
住
職
新
発
意
、
次
三
男
、
弟
子
僧
ニ
至
迄
、
御

門
末
僧
侶
之
一
分
た
る
者
、
懸
籍
続
籍
入
満
法
臈
之
次
第
可
相
運
儀
は
、
御
一
派
之
御

規
則
ニ
て
御
歴
代
厳
重
被
仰
出
、
別
て
文
化
度
御
改
正
以
来
追
て
鴻
業
被
加
御
潤
色
、

天
保
度
ニ
は
学
階
御
設
置
之
御
奨
推
、
弘
化
度
ニ
は
繁
務
多
病
之
輩
在
国
修
学
之
便
利

ニ
付
、
春
秋
講
会
之
御
策
励
等
、
種
々
御
手
厚
御
教
育
被
為
在
候
事
、
偏
ニ
真
宗
御
興

隆
御
相
承
之
正
旨
を
令
護
持
、
郡
萌
化
益
之
大
法
を
致
伝
示
、
弘
通
候
身
と
し
て
双
対

比
肩
ニ
不
能
、
一
旦
之
外
事
ニ
被
妨
、
修
学
を
廃
し
候
耳
な
ら
す
、
聊
無
籍
落
籍
ニ
耻

色
な
く
、
腆
然
法
談
之
高
座
ニ
昇
、
或
ハ
時
勢
ニ
事
を
寄
、
講
会
を
申
遁
候
抔
、
不
恐

御
冥
慮
を
、放
逸
無
慚
愧
之
徒
類
た
る
へ
く
候
、別
て
夏
中
御
門
跡
様
林
門
御
成
之
節
、

訳
て
御
直
命
被
為
在
候
通
、
来
酉
年
大
御
遠
忌
ニ
奉
値
遇
候
、
慶
喜
報
恩
之
心
底
よ
り

学
業
昌
栄
之
階
梯
た
る
懸
籍
続
籍
入
満
之
運
、
春
秋
講
会
、
在
国
修
学
之
儀
、
格
別
ニ

取
締
可
有
之
旨
被
仰
出
候
也

長
御
殿

庚
申
八
月

一
筆
申
触
候
、
然
は
小
野
三
六
殿
依
願
隠
居
被
仰
付
、
宗
旨
奉
行
助
役
岩
田
喜
八
郎

殿
江
被
仰
付
候
、
御
触
之
趣
被
得
其
意
、
其
郡
法
中
江
早
々
ニ
被
相
達
候
、
以
上

年
番
役
所

寅
三
月

一
筆
申
触
候
、
然
は
此
節
旅
人
御
取
締
ニ
付
、
寺
社
間
江
入
込
候
滞
在
旅
人
、
御
国
判

外
之
者
幷
止
宿
之
旅
人
共
、
為
取
締
見
廻
役
と
て
入
込
、
厳
重
取
調
子
筈
ニ
候
、
被
得

其
意
、
早
々
可
被
相
達
候
事

年
番
役
所

四
月
四
日

御
触
状
写

一
宰
府
・
宝
満
宮
・
宇
美
・
雷
山
・
桜
井
、
其
外
其
処
神
仏
を
指
て
参
詣
之
旅
人
、
其
所

寺
社
江
一
宿
又
は
法
縁
俗
縁
等
ニ
罷
越
候
旅
人
、
其
寺
社
江
一
宿
之
儀
は
被
指
免
候
儀

ニ
付
、
本
国
往
来
を
初
御
国
入
鑑
札
相
改
、
止
宿
為
致
可
申
候
、
尤
二
宿
已
上
は
決
て

不
相
成
候
、
自
然
無
拠
二
宿
已
上
為
致
候
者
は
、
何
国
何
某
何
故
ニ
罷
越
、
何
日
よ
り

何
日
迄
滞
留
之
間
、
口
上
書
を
以
役
筋
江
相
届
、
受
指
図
滞
留
為
致
可
申
候
事

但

両
市
中
は
旅
人
改
役
所
江
相
届
、
郡
地
之
旅
人
身
廻
役
才
判
役
兼
帯
幷
見
廻
役

間
江
以
書
面
相
届
可
申
候
、
尤
出
立
之
節
は
堅
止
宿
証
拠
相
渡
可
申
候
事

一
止
宿
之
旅
人
御
国
入
鑑
札
所
持
有
無
、
且
帯
刀
之
者
幷
百
姓
町
人
之
無
指
別
、
凡
て
間

者
、
外
聞
其
外
少
し
ニ
て
も
胡
乱
之
者
ニ
見
請
候
ハ
ヽ
、
程
能
指
留
置
、
旅
人
改
役
所

江
其
所
之
代
官
所
間
江
極
急
可
致
注
進
候
、
追
て
御
沙
汰
之
次
第
可
有
之
候
、
自
然
隠

置
候
儀
は
勿
論
、
注
進
延
引
之
儀
等
於
有
之
は
、
訖
度
越
度
被
仰
付
候
事

一
旅
人
は
勿
論
御
国
判
外
共
、
無
札
之
者
召
仕
、
又
は
長
屋
借
家
等
ニ
召
置
申
間
敷
候
、

自
然
右
等
之
儀
有
之
趣
、
於
相
達
は
科
銀
左
之
通
上
納
被
仰
付
候
、
尚
趣
次
第
訖
度
御

沙
汰
之
次

第
可
有
之
候
事

一
銀
壱
枚

但

旅
人
止
宿
作
法
相
背
之
節
ハ
本
文
之
通
被
仰
付
候
事

一
御
城
下
番
所
之
外
凡
て
郡
地
番
所
通
行
之
節
、
五
ヶ
寺
は
寺
号
相
名
乗
、
其
外
之
寺
社

当
代
初
弟
子
共
へ
も
、
其
居
所
幷
寺
社
号
肩
書
之
名
札
番
所
江
指
出
可
罷
通
候
、
名
札

不
指
出
者
は
通
行
差
留
候
様
番
人
江
訖
度
被
仰
付
置
候
事

七
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但

五
ケ
寺
ニ
て
も
弟
子
斗
通
行
之
節
は
本
文
之
通
り
名
札
可
指
出
候
事

右
御
触
之
趣
被
得
其
意
、
配
下
中
江
も
不
洩
様
早
々
被
相
達
候
事

五
月
廿
七
日

衣
非
安
六
郎

一
筆
申
達
候
、
然
は
衣
非
安
六
郎
儀
今
三
日
五
ツ
時
御
用
召
ニ
て
、
於
御
前
郡
奉
行
被

仰
付
候
、
御
触
之
趣
可
被
得
其
意
候
事

七
月
十
八
日

一
筆
申
達
候
、
然
は
小
河
職
右
衛
門
儀
、
当
時
町
奉
行
助
役
被
仰
付
候
、
右
御
触
之
趣

被
得
其
意
候
事

八
月
六
日

年
番
役
所

大
目
付
江

公
方
様
先
月
廿
日
薨
御
之
旨
御
到
来
有
之
候
、
右
ニ
付
左
之
通
り
停
止
可
被
相
触
之
事

九
月
三
日
よ
り
十
月
十
日
迄
音
楽
御
中
陰
中
九
月
五
日
よ
り
七
日
迄

作
事

三
日
迄

大
目
付
江

公
方
様
御
薨
被
遊

一
橋
中
納
言
様
御
相
続
被
遊
、
上
様
と
奉
称
候
段
、
御
到
来
有
之
候
、
右
之
趣
御
家
中

一
統
為
心
得
可
被
相
達
候
事

九
月
五
日

（
さ
ぎ
や
ま

と
も
ひ
で
：
人
間
文
化
研
究
所

客
員
研
究
員
）
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